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両手がしぴれて困っています0 特に朝の
こわぱりがひどく、むく/Vでいるようにも
思います。力が入らず、たまに痛いときも
あります。仕事で重い荷物を持ち、肩凝り
もひどいです。このまま手力激かなくなっ
たらと思うと、不安です。(50歳、女'幽

令和 4年/2月リ日(日) 朝刊

中林幹治医師


